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はじめに

外国語教育としての日本語教育は、単に文法の知識や言語技能を護得させるのみならず、学

習者にとって異なる言語や文化を持った人たちとの相互交流を通して、日本語と日本文fヒに通

暁し、最終的には昌己のあり方を確立することをE指すことが目標である O この目標は、第 1
に日本語コミュニケーション能力の習得、第2に日本文化に対する共感的理解、第 3に自己実

現、第四に学習集団の形成(教室嵐土と人関関係)に分けられる九

筆者は、 E本語教育における異文化問コミュニケーション能力については、日本語を習得し、

日本人と接触し、コミュニケーションに通じることであり、それによち自文北と日本文化の違

いを発見し、自らが世界に発信できるものを見出していくことだと患う。実諜に譲触すること

が、必ずしも相互理解に結び、つくとは誤らないc 接触したために、舗見や嫌悪惑が強くなるこ

ともあろう 9 しかし、接触し、互いに影響し合い、ともに開題を解決するプロセスを確立する

ことによって真の相互理解に導かれるのだと考えたい。

文化が違うことを指摘しただけでは無意味で、その違いがどこから、どんなプロセスを経て

出てきたかに思いを馳せた時に、はじめてそこから有意義な結論が引き出せる九

本稿では、患考経路や価値観の文化的背景の違いによる行動様式の違いや言語表現の違いを

理解する際に、異文化問コミュニケーションの場面でいかに誤解や違和感を軽減し、離語を予

期し、適切に対処できるかという能力に慢して、中医入学習者を中心に日本語教育における文

化理解の可能性を考察し、異文化の架け橋にをれる人材を育成するための異文化問コミュニケ
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ーション能力の習得方法を探りたい。

I 文化ついて

1 文化の概念

文化についての定義は多いが、本稿で、はD.マツモト (DavidMatsumoto 2001)の定義を結介

したい。

f各規則におけるダイナミック(活動的)システムであり、明確なものや詰黙のうちに了解

されているものがある。各集団が自らの生存のために作り上げてきたシステムで、態麦、価値

観、信条、規範、行動などに関連している。集団内で共有されているが、同乙集団内でもその

中に存在する各単位(集団をさらに分裂した下位群)ごとに異なった解釈がされている場合も

ある。次世代へと伝えられていき、比較的変化しにくいものではあるが、時代とともに変化す

る可能性もあるJ@o  
以上の文化についての概念の中のそれぞれの用語については、以下のように説明している九

①ダイナミック〈活動的)について。文仕が表現している行動と文化の抽象概念の関にはあ

る程度の食い違いが必ず存在するもので為る。というのも主流であるものを一般的だとみなす

額向があるからである。文化は静的な存在ではなく、常にダイナミック(活動的)で変化し続

けるものであるということが分かる。

②規期システムについてG 文化とは行動・規尉・態度・価値観など1つ 1つのことを言って

いるのではなく、こういった構成概念をすべて集結したものである G

③集屈と単位〈さらに分割した下位群)について。集団に属している倍々のメンバーや、ま

たはその集司よりもさらに大きな集団に属している個々の集団の中に、文化は多様なレベルで

存在している。倒え球、大企業の中にはさまざまな部門や譲がある。公、または暗黙のうちに

了解されているものといったシステムがあり、そのシステムが企業の組識的な文化を構或して

いる。

④生存について。各集団が確実に引き続き生存していくために、文化を講或している規期シ

ステムは存在する。集田内の各単設が互いに共存し、無秩序な状態(大きな混乱)が起こらな

いようにするために、こういった文化農期が社会秩序の枠組みを与えているのである。

⑤共有について。同じ集団に属している酒々の人が、同じ値値観、態度、信条、規範や行動

を持っていることである 5 これは、心理的な共有を意味しているので為る。

⑤態度・価値観・信条・規範・行動についてC その文化に属している「物の考え方jを共有

しているD こういった「物の考え方jは、個々の入障の心の中に存在しているだけではなく、

個人という枠組みをこえて、社会的意識としても存在しているのであるむ共有している文化的

錨値観、規範あるがゆえに起こる日常の習慣的行動、また一般的、自動的行動のパターンに、

共有している行動を見ることができる。

ぐむ(集団のさらに分割された下位群である)単位関における解釈の相違について。一般的に

f文化」という用語辻、ある集団の中の各単位において主流となっている傾向、または平均的

な額向を表現したものである O かといって、必ずしもその集団内にあるすべての単位の各側面

をすべて正確に表しているわけではない。文化内における個人個人の相違を認識することは、
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ステレオタイプの限界を理解する上で基本となっている。

⑧次世代へと伝えられていき、比較的変化しにくいものについて。 i一時的流行」という一

時的に多くの人たちに共有される場合があるが、ここで辻述べない。文化とは永続性や規則性

のあるシステムであり、集団内の単位が互いに共存する上で、重要になってくるものなのであ

る。 1つの世代から次の世代へと継承され、比較的に変化しにくいので為る己

@時代とともに変化する可能性について。比較的変化しにくいものである文化も、決して静

的な存在ではないG 文化が時代とともに変化する可能性がある D ある文化システムがその集団

の主流で一般的な傾向でなくなった持、変化試遺けられないものとなるのである。

以上の定義は、過去にあったほかの文化の定義に類蝕している点が多い。とりわけ心理的特

質や詩性の共有及び次世代へ文化要素を受け纏ぐという点で類献している。その違いとは、

個々の集団の文化について述べているだけでなく、集毘の中にある各単位について述べている

ところである。家族の中の留入、地域社会の中の各家族、国家の中の各地方、あるいは企業内

における諜の中の偉人、部の中の各課など、社会構造や多議なレベルの組識に存在する文化を

理解することができるよう iこなるのである。

自国の文化や母語は無意識のうちに習得するものであるので、自国の文化璽で生活している

限札自分自身では気付かない面が多い。異文化の中に身を置いてはとめて、自分の冨の言語

やその文化背景を再発見することになる G

2 文化の遣いに映る行動と思考経路の遣いについて

中国の日系金業に勤めている中国入社員が、仕事を覚えたらすぐ辞めて、もっと待遇のよい

会社に転勤したり、自分の会社を設立することについてよく報道される。中昌人が設立した会

社は日本にも多くあるというが、その誌とんどが零纏企業で、能率の悪い経営をしている。ど

うして合併しでもっと大きくしないのかと開くと、皆「社長になりたいからjとの答えが返っ

てくるむ中国人の考えの 1つとしては、 f鶏口となるも、午後となるなかれjの諺が影響して

いるからであるc また、学童社会と競争社会になっているからでもある。

日本人は逆に、学校教育から人並み意識を注ぎこまれる。学生幹部から協会の会長まで、交

替で誰でもなれる。誰が総理大臣になっても日本はあまり変わらないともいえるc それだけ日

本社会は、成熟している。

2003年10月31自に中国国営通信新華社が報道したニュースで、中国陵西省茜安市の西北大学

の中国入学生数百人が、日本人留学生らが文化祭で演じた下品なす事jに反発し、謝罪を求めて

市内をデモ行進した。日本のテレどではお笑いで下品なものが多いので、それに見慣れたE本

人には何の抵抗も起こらないが、国が違うと同じ行動に対する反感が髄分違ってくる。そこに

は違った儲檀観と習慣が現れていると思う。

入試、「自分の文化に存在する項巨が、それ自体組対的な、どこでも通用する倍値を持って

いるように考えがちであるjら

中国人と日本人はお互いに同じような顔をしているので、ついつい考え方もあまり違わない

だろうと患いがちなのだが、同じ言葉、漢字で、も却の意味、内容で、使われていることがある。

それは心の姿も違っているということでもあるむ

最近中国人と吾本人の違いの研究について『中国人の愛国心一一日本人とは違う 5つの思考
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回路j(王敏)という評議があって、中国人の心を 5つのキーワードをヒントとして挙げた5

7愛菌Ji歴史Ji鍍JI中華JI受容と抵抗jである⑤。この本は中国人と日本人の間にある溝、
すなわち誤解が生まれる土壌を指摘したものである。

この論述の申で、「愛国Jという熟語は、中国と日本どちらも使っている。だから日本人は、
自分たちが持っている「愛国」のイメージで、中国の「愛国」を考えてしまう。しかし、同じ

文字だから同じことを意味しているとはいえない。

中国においては、「愛国心jは大人になるための条件であるとともに、人間にとってきわめ

て価値の高いものであると考えられている。ただし、中国人にとっての「愛冨jという言葉の

意味は、日本人が使う「愛国」とは違っている。

中層の愛国の姶まりは四書五経の 1つである「大学J(紀元前5世紀項〉にある言葉「修身
斉家治国平天下Jと考えられるそうで、自分と国を大切にすることの重要性が述べられているc
中国では f国を愛することは、自分を愛することでもある』と教えられるa そのため愛国心を
持つことは、他人のためではなく、自分のためだという意識がとても強い。

中国の「愛国心」は長い歴史を持ち申国人の血にしみついたものだといえるし、なにも社会

主義になったから「愛国心Jが強調されているわけではない。ただ行き過ぎた愛国主義は中国
内でも反省材科としてある。

2つ巨は「穂Jであるc これは儒教の教えに根ざしたものである。中国では皇帝も民衆も
f徳Jを持たなければならない。徳のない皇奇が出現した場合、民衆には、蜂起して皇帝を交
代させる権利があるとなる O 中国人にとっての f徳」の位置づけを理解すれば、なぜ中国でデ

モ行為が多いかについて理解が進むと思うむ

3つ自は「歴史」である O 言葉の背景には文化があるc 同じ文字を使っていても、背景が違

っていれば意味するものも違ってくる。「藍史」という言葉も、日中ではニュアンスが違って

いるのだ。中国人はよく「歴史的に見ればjという言葉を使うが、日本人は f国際的に見ればj

という言い方をするc この中国人の f歴史的に見ればjは歴史を生きたものとして現在も使っ

ているということであり、単なる教養だと思いがちな日本人とは違う。中国人にとっての f歴

史jは現在進行形である。

中国人が歴史認識、歴史認識としつこく迫るのは「霊史jというものをとても重く見ている

という文化的な背景による。必ずしも日本への致治的圧力のためだけに持ち出しているわけで

はないことは、知っておいてほしいと患うむ

又、中国人は過去を水に流したりしない、日本人に辻シツコイと感じられるが、これは中国

人の歴史観である D と指請している G

4つ巨の「中華」について。「中華jには色々な概念が忘るが、日本では、「民族」という言

葉と結び付けられて、中華民族中心の思想、と考えられていると思う。しかし「中華」という言

葉は「民族Jよちも「文明Ji文化jという言葉を結びつけて考えたほうが、中国国民の惑覚
に近いと思う c 中田国民が誇りに患っているのは、民族ほともかく、中華文明と文化である。

5つ巨は外国文化に対する「受容と抵抗Jの気持ちの二重性は、長い年丹をかけて、中国人
の精神構造に染み付いてしまったものであると述べたむ

バンクス(1999) も指摘しているように、私たちはそれぞれ、幼年期の社会党を通じて、文

fヒ的規定を受けるわけで¥自らが嵩するコミュニテイ文化の前提となっているものを受け入れ、

その価値、世界観、そして誤った考え方やステレオタイプを身につけていくわけである九
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隣国同士の中留と呂本であるので、互いの良さや互いの欠点を知って、つきあっていきたい

ものであるが、同じ客観的な事象でも国や言語が違うと考え方のズレがあるので¥お互いに理

解されるとは限らない。

異文化問コミュニケーションは、現在と退去を同時に見る視点が必要となる。言文化と相手

の文化の歴史的経韓に対する認識と配意が、お互いの関係を理解する上で重要だと思う。

E 異文化閏コミュニケーションについて

異文化関コミュニケーションにおいては、文化的な存在として人が持つ矛盾した側面を河時

に捉え、バランスを取る能力が求められるようになるh

1 異文化コミュニケーシ三ンの概念

コミュニケーションについての定義も多いが、ここではコミュニケーションとは f人と入の

関で起こる知識、アイデイア、考え、概念、感情の交換」②の定義を援用する。

異文化関コミュニケーションとは異なる文化背景を持つ入と入の間で行われる知識・アイデ

イア・考え・概念・感情の交換なのである。

人間は f言語的と非言語的jといった 2種類の方法を用いて、意思諌通を図っているむ言語

行動や弄言語行動の規期をきちんと理解することと、メッセージが正確に伝達され解釈されて

いるかどうかが重要である G

外国語でコミュニケーションをする場面は、教室においても想定されるが、最終的には教室

の外の異文化の相手とのコミュニケーションが想定されている。

言語行動に関与する代表的な分野だけ並べてみても、言語の文法的な知識、単語と文章の意

味、文字の表記法、方言の弁初、敬語のf吏い分けのような言語知識、表現によって違う撤妙会

言語惑覚、方言と形式などに対する言語意識、音声などに関する広域言語に対する感覚、ジェ

スチャーのような非言語行動、対話の相手と機詑別場面、置かれている状況、対話関係者たち

の人間関係、言語伝達メディア、話題に関する髄植観、話し手と開き手の心理、社会的倫理、

伝統的雪墳、宗教、思想、行動体系など、分野を特定できないほど多くの分野が言語行動に深

く関孫している民

コミュニケーション活動の基本的な枠組みは、言語表現、場面認識、意図、判薪の三者によ

って構或されていることが分かるが、重要なのはこれらの講成要素を話し手なり、開き手なり

がどのように把握するかである九

具体的な異文化コミュニケーション場面では自分がうまく伝達したつもりでも語手はこちら

の意図したとおり受け取るとは隈らないc また意図した行動も意図しない行動も相手との関孫

性に影響を与えるD 人と相互作用を開始した瞬間に印象は形成され、人格は評舗される。言語

能力が未熟であることは、自己表現のぎこちなさの言い訳にはなっても、栢手による印象の形

成や評錨をとめることはできないG つまち、言語の習熟度に関わらず、個人の行動は対人関係

に影響を与え続けるのである。

日本語教育における異文化関コミュニケーション能力について お



2 異なった言語行動と言語スタイル

中国人の学習者が初対面の吉本人の女性の先生に、「先生、結婚していますか?j i恋人がい

ますか」とか平気で開いた傍がある。中国の学生にとっては先生のことを知りたくて、先生に

対する親切さで、先生と親しくなりたい気持ちをこめているが、日本人の先生にとってはプラ

イパシーの侵害だと思われる。学生たちの費問が教師をいらだたせ、その結果、教師は学生た

ちに対して悪い印象を抱き始めるかもしれない。その後、何回か同じ質問をされてから、中国

の学生が平気で他人のプライパシーについて聞くのだと気づいたc 人のことばは、対人関係に

影響を与えるc ある状況において荷が慎習的に適切な行動であるかは、文化によって異なる可

能性がある G

日本人はご麓走になったら翌司お札の電話をするが、中巨人はいちいちお礼を言うのは水臭

いと考える。自本人は引っ越してきたらタオルか菓子、生活用品を持って隣人に挨拶をする己

中国人は警戒して知らない人からはまず物を受け取らない。百本人は自分の家に工事がある持

も持か生活用品を持ってきて、近隣に挨拶をする。中国ではめったにないことである。むしろ

何か贈られたら嫌われる。挨拶の形はいろいろあるが、葉書での挨拶では、年賀状・暑中見舞

い・喪中・就載・転勤・結婚・出産など、人生のいろいろな変化の瞬需を皆に報告しているc

こうした挨拶から、人間需士の親近感が生まれてくるが、中国人は単なる挨拶をするのは時時

の無肱と考える。極端な話では、困っていて助けが欲しい時にやっと入に挨拶するc それぞれ

の場面で決まった挨拶用語があるのは便利で、日本社会の人間関孫は表面上、中国よりスムー

ズに行くケースが多いo i以心伝心」も多いが、この場合は、言葉にして表している。中国は
逆に、褒める言葉や感謝の気持ちを心に銘記して、言葉ではなしいつかは影にする点では日

本と違っているc

阿部 (1999)の分析によると、吾本社会で愛われる決まり文骨としての挨拶は、コミュニケ

ーション毘路の開閉をつかさどるに留まらず、互いの関係を「ウチ・ソトj、「上・下j、「点と

隷jといった入障関係によって指標する点が特徴的である。例えば、 iA :おはよう/B:お
はようございますjのようにやり取りには、挨拶を交わす 2人の上下関孫が指標されるし、

fお世話になりますj，iどうぞよろしく jといった挨拶には、線として続く人間関係が指標さ
れる⑫。

語用論的な鶴面から晃ると、例えば、「ひと言ご挨拶させていただきますjという詩の fあ

いさつ」とは、発話のコンテクストによって「自己紹介Jのことかもしれないし、「惑謝Jや
f謝罪jの気持ちの表明かもしれない9 また、「きちんとごあいさつもいたしませんでj，iあい

さつもろくにできないやっ」といった表現に象徴するように、あいさつとはヨ本社会において

人間関係を築く上で必要不可欠、かつ一人前の社会人として身につけるべきとされる行動様式

なのだ粍日本人同士の挨拶の慣習が上手く鶴いているので、摩擦を避けている。

ネウストプニー(1982)は fコミュニケーション開題というとコミュニケーションの挫折、

つまりメッセージが通じなかったり誤解されたちすることを想像する入が多い。しかし、その

ようなコミュニケーション問題があることもあるが、比較的少ない。 侭かを言うべきところで

言わなかったり、沈黙を期待された時におしゃべりをしたり、或いはリラックスするべきとこ

ろでフォーマルな態度をとったり、期待された時にあいさつをしなかったち不適当に笑うよう

な行動がコミュニケーション問題の主な根元であるFと述べている。
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日本人は「あいまいさJiぼかしjの多用によって、含蓄を持たせ、競畠に話すのを好み、
「以心{云心jを重んじる国民という定評がある@

一つ典翠的な例は、日本語では確言・断定・断言をできるだけ避けて、あいまいな表現が相

当発達しているところであるむ「ではまいでしょうかj、「じゃないかと患いますけどム「とも

言えそうな気がします」、「受け取りかねないんじゃないかと忌えるのですが」、 fと言えなくも

ないんじゃないかというような気がします」、「いいじゃあちませんかと思いますが」など椀曲

な表現を多用する。

議論する場酉では、「私は一志田村さんと同じですJなどと言う。 5本入試議論すると気ま
ずくなると思って、意晃を述べることを控える。日本人の意識では、自勉の聞には対立がない。

したがって、強い自己主張も強い自己否定もないc 飽入の意見に反対する時、中国人は、「我

不同意弥的意見む/あなたの意見に用意しかねるjとか、 f我反対体的意見/あなたの意見に

反対ですJなどとずばりと言う場合が多いが、日本人は「おっしゃることはよくわかりますが、
この場合もありますから」とか、「確かにそういう見方もできると患いますが、志の考えとし

てはJとか、「お言葉を返すようですがjとか、 i7JUに反対を唱えるわけではありませんがjと
か、「おっしゃるとおりかと思いますがjとか、「得説ごもっともとは思いますがjなど、個人

の自己主張より全体の融和が大切だと考えるようだ。中国人は物事を率直に表現し、直接的断

定的な表現形式を患いるが、百本入試、若手の気持ちを悪くさせるような硬い惑じの表現を避

け、担手に刺激を与える明快な断定表現をあまり喜ばないため、謡やかでやさしい言い回しで

表現し、嫁曲な表現形式を用いる場合が多い。物事を肯定する時、中国人は、「是/そうですj

とか反対する場合ははっきりと「反対するjの意見を出して、暖味な態度が嫌われる号

中国入学習者の誤用剖の 1つであるが。学生が先生に「先生、映画のチケットがあちますが、

見たいですかj。ト・したいjは中国語の「体想…jをそのまま E本語;こ訳したのであるが、人

間関係の「上下j関係の意識が弱いからであるc

ある日本入学生が中国人留学生に「明呂どこかへ遊びに行こうよjと誘ったとする。ある中

国入学生は岳分の都合が悪ければ、 7我不去J(私は行かない)とストレートに言った。しかし、
この返事に日本入学生は気を悪くするc 日本ではこうした場合は、たとえ行きたくなくても、

「それは嬉しいなあ、だけど明日はちょっと……」と競由に受け答えするものと梧場が決まっ

ているからであるc 断りをズバリと言わないのが一種のエチケットなので、それをしない中国

入学生は日本入学生から礼義知らずと不快がられるc 他方、中国入学生にすれば、「行かない」

とはっきり答えて何が悪いとなり、結局、両者の溝は埋まらなくなる。

「すべてのコミュニケーション行動が、実質的な行動に基盤をもっているのである。実質行

動は明らかに一次的で、コミュニケーション行動は二次的な道具に過ぎない戸。日常生活の行

動、経済、政治、患想、行動である実質行動(社会文化行動〉と言語(文法)行動、さらにどこ

で、何を、どう言う〈開く、書く、読む)かという文法外のコミュニケーション行動(社会言

語行動)が文化行動に含まれるとしている九

異文北接触場酉においては、偶人が内面化した深層文化(倍値観や信念体系〉を理解し、行

動解釈の醒語や意味の共有の難しさなどを乗り越えるには、その文化の人々が霊史的に継承し

てきた価値観や行動の基準、認知的枠組みを理解することが必要とする O
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E 異文化コミュニケーション能力について

以上述べたように、日本人の文化・社会背景には f人間関係や意見の対立を優先するj、f程

手の話を察しながら開く j、「上下関孫を重視しそれぞれ立場をわきまえるJがあるが矢中国
人の行動様式といくつか違ったところがある。 日本語を習得する過程で、いくらE本語が読暢
に話せても、日本文北や言語的要素の奥に潜む非言語的要素や文化的な背景に意識しなければ、

バランスの悪い学習となるであろう。話し手と開き手のコミュニケーションは、言葉と言葉以

外の物理的・社会的・心理的・時間的・空間的など、さまざまな要因によって成立するのだか

らである。

1 異文化コミュニケーション能力の要素と目標

異文化関の相互のコミュニケーション能力とは、異なる文化的状況で効果的に意思を諌通で

きる能力のことをいう。

グデイクンスト(Gudykunst)は、 3つの主な構或要因を主張した民(1 )動機的要因(2 ) 

知識的要因(3 )スキル(技能)であるが、動機的要因とは， rコミュニケーションを行って
いる人たちの必要性Jrお互いの持っている魅力Jr社会的結合Jr自三像Jr新しい情報に対す
る寛大きJ~どである。知識的要菌とは「期待J r共有ネットワークJr多様にものを見ること
ができる知識Jr異なった解釈ができる知識Jr類似と栢違の知識Jなどであるc スキル的要因
としては「共惑する能力Jr暖味きを容認する龍力Jrコミュニケーションに適正、する能力j
f薪しい分類を作ることのできる能力Jr行動を受け入れることのできる龍力Jr適切な靖報を
収集する能力jなどである。

また、マーティンとハマー (Martin&Hammer. 1989)が行なったアメリカ入学生の仮想、状

態のもとでの相互作馬の研究では、 fコミュニケーション機能Jr非言語Jr状況Jr会話管理j
といった4撞類の要因およびスキル(技能)があることを発見した竺

コミュニケーションスキルとは対人関係を円請に進める技俸を指す。「相手の信頼を得る技

衛jともいえる。コミュニケーションには「読むJr書くJr話すJr開く jがあるが、「コミュ
ニケーションスキル」において辻、 f話すJr開くJといった竜話や対面で行われるリアルタイ
ムでのコミュニケーション技術を指していることが多い。 r毘くjでは、相手が言っているこ
とを理解するのは能提条件だが、相手が口に出してない感情や思考をうまく誰測できることが

求められるむ f空気を読む」と言われたりもする。また f話すJでは、一方的に自分の話した
いことだけを話すのではなく、相手の要求を的確に把握し、提供することが求められる。相手

が宣義言った要求に応えるのは誰にでもできることで、 f開くJで触れたように、相手が言語
化してない要求を把握することが特に重要であるh

会話のスタイルにより、ことばで表現されないメタメッセージが伝えられ、それが自分の文

化で予潟されることを土台として解釈される。話し手と開き手が文北・社会背嚢を共有してい

るとメタメッセージが正確に伝わりやすく心地よい会話となるが、異文化問や異言語関のコミ

ュニケーションではそれがあまり共有されていない部分があるG

2007年12月29日配信産経新開によるニュースである走路、「北京の人民大会堂で28日行われ

た福田康夫首相と温家宝中国首相の言脳会談。亘後の共同記者会見で f台湾独立jに対する表
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現をめぐり、福田首相が顔色を変える一幕があった。日独立を)支持しないJという表現を、
通訳が[独立反対を声明した』と強い表現に f誤訳jしたためだ。会見中に、すぐ資料を取り

寄せた福田苦相は自らの発言が f支持しないjだったと改めて説明するはめになったが、台湾
問題の微妙さが改めて浮き影りになった瞬間だ、った。j

外務省の往々江賢一蕗アジア大洋ナ11局長は、記者団に rf支持しないjと『反対』とはニュ
アンスが異なる。強度に違いがあることは日本人なら理解できるだろう」と話した。

「支持しないjと言ったが、「反対するJと自己主張の強い言葉を避けている。もしその通
訳がわざと強い口調で通訳したのでなければ、日本人は国際舞台でも B本式の行動様式と会話

スタイルをとっていることと関係しているのだと思う。

2 異文化コミュニケーション能力の向上

私たちが異文北と十分に付き合うことのできるようになるためには、最終的には二重文化能

力ゐiculturalism)あるいは多重文化能力multiculturalism)が必要である。ネウストプニーは

『外国人とのコミュニケーションjにおいて、自分の文化を保持した上で、新しい文化のルー

ルを習存するべきであるとして二重文化能力の育成を提唱した粍

この能力を曹得して目標を実環させるには、相手国に関する情報、錨値観や態度、考え方を

十分理解し、それに慣れるようにしなければならない。必要な言語能力以外に、担手国の社会

的、文化的背景iこ基づいた「正しいj行動様式を身につける能力が必要である。 叡ているとい

う勝手な想定ではなく、旅行・ビジネス・ホームステイなどを通して、異文化を体験し、お互

いの違いを十分理解する。日本語を上達させると同時に知識を広め、カルチャーショックによ

り生じるフラストレーションに対しでも、また、自匿の文化に関する理解と文化的先入観から

生じる問題に対する理解を深めることも求められる。自分の考えと解釈に知識とスキルを合わ

せたもの、プラス開放性と柔軟性を村け加えること、また意思の疎通を効果的に図り、よりよ

い人間関係を築きあげるという動機を持つことは効果的なコミュニケーションに導く。それと

同時に、外国語を習得することは異文詑を体験することiこなるという心捧えも必要で、あるc

終わりに

日本語を習得して、日本で生活するなら、「郷に入っては郷に従えJで、日本という環境に
もっと穎応するよう要求される。摩擦と誤解は不可避なものとなるのである。こうした牽擦や

誤解といった樟害を克服する過程は異文化を理解する過程である。しかし、自本語は一種の道

具でコミュニケーションの手段になる場合、お互いが影響されることになるのである O 一方的

にすべて日本人の行動様式に従うのではなく、お互いに知識・アイデイア・考え・概念・惑曹

の交換の目的を実現させるには、互いに梧手の文化、行動様式、生活習慣、会話のスタイルを

理解し合う必要がある。そのために、 E本語を習得するついでに、中国の文化や中国人の言語

行動を日本人iこ知ってもらう必要がある。こうすることによって、本当の意味での栢互理解が

深まると思う c
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